


CCSワークショップTokyo2007

CCS Workshop Tokyo 2007

主　催 財団法人地球環境産業技術研究機構（RITE）
共　催 財団法人エンジニアリング振興協会
後　援 経済産業省、独立行政法人産業技術総合研究所、
　　　　財団法人石炭エネルギーセンター、財団法人電力中央研究所、
　　　　石油技術協会、エネルギー・資源学会、社団法人物理探査学会、
　　　　社団法人資源素材学会、社団法人化学工学会、
　　　　社団法人日本エネルギー学会
 
 

̶CO2 排出抑制対策の柱として̶

日　程 : 平成19年11月19日（月）
会　場 : ホテルグランドパレス2F 「ダイヤモンドルーム」

Date : November 19, 2007
Place : Hotel Grand Palace 
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Dear participants in the coming CCS workshop:
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10:00 開会挨拶　　　　　　RITE 専務理事　樋口正治

 来賓挨拶　　　　　　経済産業省　大臣官房審議官（地球環境問題担当）伊藤　元

  

＜海外招聘者講演＞ 

10:15 「ノルウェーのCCS商業プロジェクトについて」 Royal Norwegian Embassy

  Per Christer Lund　(Norway)

11:00 「欧州のCCS技術の現況について」 IEA GHG　R&D Program　John Gale（UK）

11:45 昼食休憩 

13:00 「韓国におけるCCS研究開発の現状について」 KIER　Chang-Keun Yi（Korea）

13:45 「豪州のCCS実証、商業プロジェクトと 

 　　　　　　　　　　R&Dの状況について」 CSIRO　John Wright（Australia）

14:30   ＜コーヒーブレイク＞

 

15:00 パネルディスカッション「CCSの実用化に向けての課題」

 コーディネーター：赤井誠（AIST）

 パネリスト：上記海外招聘者（４名）、大隅多加志（RITE）、村井重夫（RITE）

  

17:00 閉会挨拶　　RITE 研究所副所長　木村邦夫

17:30 意見交換会
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 Senior Managing Director, RITE

 　　　

 Deputy Director-General for Environment Affairs, METI

Counsellor, Royal Norwegian Embassy

General manager, IEA Greenhouse Gas R&D Programme, UK

 Director, Fossil Energy and Environment Department

 Korea Institute of Energy Research

 Director, Energy Transformed Flagship, Energy Technology,

CSIRO, Australia

 Principal Research Scientist Leader,

 Socio-economic and Policy Study, AIST

  

  

  

Chief Researcher, CO2 Sequestration Research Group, RITE

Group Leader, CO2 Sequestration Research Group, RITE

 Deputy Director-General, RITE
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Per Christer Lund

Profile:

“

Field of expertise:
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Major commercial CCS projects in Norway.
Outline of presentation for the CCS Workshop Tokyo November 19, 2007.
Per Christer Lund, Science and Technology Counsellor, Royal Norwegian Embassy, Tokyo

The Sleipner project.

The Snovit project

European Carbon Test Centre at Mongstad (TCM)

The StatoilHydro-Shell “Halten CO2 Project”

The Karsto project.
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John Gale
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Developments in the Implementation of CCS in Europe

Abstract
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Chang-Keun Yi

1. Current Position

2. Education 

3. Position Held

4. Research Area

5. Membership of Academic Societies

8. International Activities

9. Principal Publications (Books only)
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Current CCS R&D Activities in Korea

Chang-Keun Yi, Korea Institute of Energy Research

71-2, Jangdong, Yuseonggu, Daejeon, 305-343, Korea
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John Wright

1. Current Position

2. Education and Degrees

3. Positions Held

4. Research Area

5. Membership of Academic Societies

6. International Activities

7. Publications 
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CCS Workshop Tokyo 2007

Australian CCS Commercial and R&D Projects
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赤　井　　誠

生 年 月 日 1950年2月25日
所属・役職名 独立行政法人 産業技術総合研究所 エネルギー技術研究部門　主幹研究員
最終学歴、学位 東京工業大学大学院 理工学研究科 原子核工学専攻 博士課程修了　工学博士
略 歴 80年4月 通商産業省 工業技術院 機械技術研究所 入所

01年4月 組織改変に伴い、（独）産業技術総合研究所へ
 エネルギー利用研究部門 主任研究官
03年3月 エネルギー利用研究部門 小型分散システム研究グループ長
04年7月 エネルギー技術研究部門 分散システムグループ長
06年7月 現職

研究、及び対外活動
研　　究
～ 89年 高温ガス熱交換器、二相流のシミュレーション、二相流計測用高速Ｘ線ＣＴの研究開発、MHD発電用石

炭燃焼器の研究開発等
88年～： エネルギーモデルによる技術導入シナリオの分析・評価、外部性評価、技術の社会受容性に関する研

究、水素によるエネルギーマネジメントシステムに関する研究、CO2の回収隔離に関する研究（基礎研
究～政策研究）他

対外活動
91年頃～： MITI/METI、NEDOの各種委託研究委員会の委員長・委員
 （技術評価・技術開発戦略策定、個別R&Dプロジェクトの推進等、CCSの評価） 国際エネルギー機関

（IEA）への代表専門家など
 　・エネルギー技術研究委員会（CERT）　・技術評価に関する専門家会合
 　・温室効果ガス関連研究開発プログラム
 ISO/TC207（環境管理規格）/SC5（LCA）/WG3主査
99～ 03年： CO2海洋隔離に関する国際共同研究プロジェクトマネージャCCSの社会的受容性、政策的位置づけに関

する調査研究委員会主査
02年～： METI「二酸化炭素の国別排出インベントリ算出における隔離技術の適用ルールに関する研究」プロジェ

クトリーダー
03年～： 気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の「CO2回収隔離に関する特別報告書」統括執筆責任者

（Coordinating Lead Author）
04年～： IPCC「国別温室効果ガス排出インベントリガイドライン」執筆責任者（Lead Author）
 炭素隔離リーダーシップフォーラム（CSLF）技術グループ日本代表
04年～： METI 技術戦略マップ（CCS関連）作成委員会METI 超長期エネルギービジョン検討委員会委員及び

WG主査 RITE「低品位廃熱を利用したCO2分離回収技術開発推進委員会」委員長
05～ 06年： METI/MRI「地中隔離技術利用検討委員会」主査（CCS-CDMプロジェクトの検討）
06年～： METI エネルギー技術戦略検討委員会委員及びWG主査
07年～： RITE「石炭ガス化技術等実証普及事業推進委員会（FutureGen 委員会）」委員長
 RITE「CO2海洋隔離プロジェクト技術委員会」委員長
審議会等
01年～： METI/NEDOの技術開発に係る施策・制度、プロジェクト評価委員会の主査・委員（含CCS関連）
05年～： 総合科学技術会議 基本政策専門調査会 エネルギー分野推進戦略プロジェクトチーム
06年～： 中央環境審議会地球環境部会 「二酸化炭素海底下地層貯留に関する専門委員会」総合資源エネルギー調

査会 総合部会 基本計画小委員会METI 「二酸化炭素回収・貯留（CCS) 研究会」
07年～： 長期需給見通し（2030年）策定に向けたエネルギー技術サブＷＧ主査Cool Earth －エネルギー革新技

術計画検討委員会委員長
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Makoto Akai
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大隅　多加志
　昭和26年9月22日生まれ

財団法人　地球環境産業技術研究機構　研究参事

経　　歴： 昭和49年3月　東京大学理学部化学科　卒業
 昭和53年3月　東京大学大学院理学系研究科博士課程　中退
 昭和53年4月　東京工業大学理学部化学科　助手
 昭和62年4月　財団法人　電力中央研究所　入所
 平成12年4月　財団法人　地球環境産業技術研究機構　出向
 現在にいたる
専門分野： 地球化学（海洋・地震・火山・エネルギー技術関連）
著　　書： 気候変動に関する政府間パネル（IPCC）CO2回収貯留特別報告書（2005）
 第6章「海洋」執筆者
  図解 CO2貯留テクノロジー（RITE 編；2006年12月　工業調査会刊）分担執筆

Takashi OHSUMI
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村　井　重　夫
　昭和18年３月３日生まれ

財団法人　地球環境産業技術研究機構（RITE）　CO2貯留研究グループ

現　　職： 財団法人　地球環境産業技術研究機構（RITE）主席研究員
 CO2貯留研究グループリーダー　兼海洋隔離プロジェクトリーダー
 理学博士
経　　歴： 昭和41年 京都大学理学部化学科卒業
 昭和43年 京都大学大学院理学研究科（化学専攻）修士課程修了
 昭和46年 京都大学大学院理学研究科（化学専攻）博士課程修了
  住友電気工業株式会社入社
 昭和49年 京都大学理学博士取得
 平成13年 （財）地球環境産業技術研究機構出向
 平成15年 住友電気工業株式会社定年退職
  （財）地球環境産業技術研究機構入所
専　　門：　温暖化対策技術、海洋化学、分析化学
著　　書： CO2固定化・削減・有効利用の最新技術（CMC出版）（2004年）
受　　賞： 日本分析化学会学会功労賞（2001年）

Shigeo Murai

Current Position:

Education and Degrees:

Carrier:
～

～
～

～

Research Area:

Awards:

Principal Publications:



Research Institute of Innovative
Technology for the Earth

（財）地球環境産業技術研究機構
CO2 貯留研究グループ 

〒619－0292　京都府木津川市木津川台9－2 
TEL : 0774－75－2309／FAX：0774－75－2316 

事　務　局

Secretariat

Research Institute of Innovative Technology for the Earth (RITE) 

9-2, Kizugawa-dai, Kizugawa-shi, Kyoto, 619-0292
Phone: +81-774-75-2309 / Fax: +81-774-75-2316

URL: http://www.rite.or.jp/


